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明
る
い
民
主
大
阪
府
政
を
つ
く
る
会
・
大
阪
市
を
よ
く
す
る
会
は
次
の
ア
ピ
ー
ル
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
メ
デ
ィ
ア
は
「
大
阪

モ
デ
ル
」
を
は
じ
め
、「
吉
村
知

事
持
ち
上
げ
」
に
終
始
し
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
い
ま
、
大
阪
府
・

市
政
の
「
コ
ロ
ナ
対
策
」
に
つ
い

て
各
界
か
ら
、
強
い
不
安
と
危
惧

す
る
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

①
く
る
く
る
変
わ
る「
大
阪
モ
デ
ル
」

　

「
結
果
を
見
て
か
ら
基
準
を
決

め
る
。
科
学
で
こ
れ
を
す
る
と
信

頼
が
揺
る
ぎ
ま
す
」（
５
月
23
日

の
運
用
変
更
に
。
山
中
伸
弥
教

授
）。「
早
期
の
兆
候
を
全
く
見
て

お
ら
ず
、
府
民
の
感
染
予
防
の
観

点
か
ら
許
容
で
き
な
い
。（
赤
信

号
の
基
準
も
）
現
場
の
実
態
と
乖

離
し
て
い
る
」（
７
月
３
日
に
点

灯
し
に
く
く
す
る
変
更
に
。
茂
松

茂
人
・
大
阪
府
医
師
会
長
）。

②
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
遅
れ

　

か
つ
て
54
あ
っ
た
保
健
所
が
18

に
減
ら
さ
れ
る
な
か
、「
相
談
殺

到　

保
健
所
が
パ
ン
ク
。
追
跡
も

難
航　

残
業
１
２
４
時
間
」（「
読

売
」
６
月
25
日
）。

③
医
療
体
制
の
不
安

　

「
吉
村
知
事
の
把
握
し
て
い
な

い
と
こ
ろ
で
そ
う
し
た
実
態（『
救

急
を
断
る
の
は
医
療
崩
壊
』）
が

存
在
し
て
い
た
」（
６
月
８
日
大

阪
民
主
医
療
機
関
連
合
会
）。

④
政
令
市
で
ワ
ー
ス
ト

　
「
給
付
金
給
付
の
異
常
な
遅
れ
」

　

７
月
上
旬
に
は
全
国
で
７
割
届

け
ら
れ
る
中
で
も
、
大
阪
市
は
10

％
台
で
し
た
。

⑤
あ
い
つ
ぐ
倒
産
。追
い
つ
か
な
い

　
中
小
企
業
へ
の
支
援

　

「
大
阪
（
６
月
）
の
倒
産
全
国

最
多
」（
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
）。

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
、
東
京
や
大
阪
で
再
び
広
が
り
を
み
せ
て
い
ま
す
。
こ
の
も
と
で
、
い
ま
求

め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
大
阪
府
・
市
政
の
こ
れ
ま
で
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
」
の
「
科
学
的
検
証
」
と

「
府
民
的
総
点
検
」
を
行
い
、
直
面
す
る
コ
ロ
ナ
対
策
に
全
力
を
つ
く
す
こ
と
で
す
。

　

そ
し
て
、
こ
ん
な
時
に
強
行
し
よ
う
と
い
う
「
住
民
投
票
」
は
中
止
し
、
こ
の
間
の
教
訓
に
た
っ
た

「
コ
ロ
ナ
後
」
の
よ
り
よ
い
大
阪
づ
く
り
へ
の
府
民
的
討
論
を
よ
び
か
け
ま
す
。

イ
ス
シ
ー
ル
ド
の
着
用
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
」
と
ポ
ス
タ
ー
を
作

成
。⑦

「
Ｇ
ｏ 

Ｔ
ｏ 

キ
ャ
ン

　

ペ
ー
ン
」
に
追
随

　

「
松
井
一
郎
・
大
阪
市
長
、
Ｇ

ｏ　

Ｔ
ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
批
判
に

喝
！　

『
無
理
と
い
う
の
は
簡

単
』」（
７
月
17
日
関
西
ウ
オ
ー
カ

ー
）。

　

こ
れ
ま
で
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
対

策
」
の
検
証
な
し
に
、
直
面
し
て

い
る
感
染
の
ひ
ろ
が
り
へ
の
対
応

も
、
コ
ロ
ナ
収
束
後
の
新
し
い
大

阪
へ
の
道
も
開
け
ま
せ
ん
。

本
的
な
減
収
補
填
を
行
う
」「
補

償
と
一
体
の
休
業
要
請
を
行
う
」

「
財
源
保
障
を
国
に
強
く
求
め

る
」
こ
と
が
急
務
で
す
。

　

大
阪
の
そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
か

ら
、
こ
う
し
た
声
と
運
動
を
大
き

く
広
げ
、
大
阪
府
・
市
政
や
国
に

強
く
迫
ろ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
ま
た
、
メ
デ
ィ
ア
に
も
冷
静

な
検
証
と
公
正
な
報
道
を
よ
び
か

け
ま
す
。

　

陽
性
者
数
が
過
去
最
多
を
更
新

し
、
ま
た
、
新
た
に
感
染
震
源
地

（
エ
ピ
セ
ン
タ
ー
）
―
―
感
染
者

が
集
ま
り
感
染
が
持
続
的
に
集
積

し
、
そ
こ
か
ら
感
染
が
広
が
る
地

域
―
―
が
形
成
さ
れ
て
い
る
危
惧

が
出
さ
れ
て
い
る
も
と
、
こ
れ
ま

で
に
な
い
対
策
が
緊
急
に
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

「
感
染
震
源
地
を
明
確
に
し
、

そ
の
地
域
の
住
民
や
事
業
者
と
そ

こ
で
働
く
人
々
全
員
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
を
す
る
」「
医
療
・
福
祉
従
事

者
と
入
院
患
者
・
入
所
者
を
は
じ

め
誰
で
も
、
い
つ
で
も
、
何
度
で

も
受
け
ら
れ
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
に
向

け
た
体
制
を
急
い
で
つ
く
る
」

「
感
染
拡
大
の
ピ
ー
ク
時
に
必
要

と
な
る
病
床
を
確
保
す
る
」「
軽

症
・
無
症
状
の
陽
性
患
者
の
隔
離

を
確
実
に
行
え
る
よ
う
宿
泊
療
養

施
設
を
確
保
す
る
」「
コ
ロ
ナ
受

け
入
れ
病
院
と
通
常
の
医
療
を
担

う
診
療
所
・
病
院
の
双
方
に
、
抜

１
．�

新
型
コ
ロ
ナ
対
策�

―
大
阪
府
・
市
政
が
問
わ
れ
て
い
ま
す

２
．�

検
査
数
引
き
上
げ
と
医
療
体
制
の
整
備
、

補
償
と
一
体
の
自
粛
要
請
を

「
休
業
要
請
外
支
援
金
支
給
決
定

済
は
２
割
」（「
読
売
」
７
月
15
日

付
）。

⑥
学
校
現
場
の
混
乱

　

フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
全
校
配
布

に
、
大
阪
小
児
科
医
会
が
「
学
校

生
活
で
は
、
児
童
・
生
徒
に
フ
ェ

―
な
す
べ
き
は「
大
阪
市
廃
止
＝
都
構
想
」の「
住
民
投
票
」で
は
な
く
、

　

い
の
ち
と
暮
ら
し
を
最
優
先
し
た
明
日
の
大
阪
へ
の
転
換
で
す
―

２
０
２
０
年
７
月
30
日　
明
る
い
民
主
大
阪
府
政
を
つ
く
る
会
・
大
阪
市
を
よ
く
す
る
会

大
阪
の
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
科
学
的
検
証
と
府
民
的
点
検
を
呼
び
か
け
ま
す



　

維
新
は
、
11
月
１
日
に
住
民
投

票
を
強
行
す
る
と
い
い
、
松
井
代

表
は
「
10
月
25
日
総
選
挙
」
と
な

れ
ば
、「
同
時
選
挙
も
」
と
さ
え

語
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
れ
は
二
重
、
三
重

の
逆
行
で
す
。
何
よ
り
、
コ
ロ
ナ

禍
の
も
と
、
大
都
市
制
度
の
改
変

と
い
う
「
百
年
の
大
計
」
を
市
民

的
に
議
論
で
き
る
環
境
に
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
は
、
政
治
的

立
場
を
超
え
た
取
り
組
み
が
何
よ

り
重
要
で
、
市
民
に
対
立
と
分
断

を
持
ち
こ
む
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

現
在
の
制
度
案
で
も
膨
大
な
コ

ス
ト
と
経
費
増
で
財
源
の
な
い

「
特
別
区
」
に
な
り
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
維
持
が
困
難
と
な
り
ま

す
。
そ
の
上
、
こ
の
間
の
「
法
定

協
議
会
」
で
は
コ
ロ
ナ
禍
を
受
け

て
の
議
論
は
ま
っ
た
く
な
さ
れ
て

お
ら
ず
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
税

収
減
や
、
支
出
増
な
ど
は
「
財
政

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
に
反
映
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。「
賛
否
」
を
決

め
る
上
で
必
要
な
情
報
は
市
民
に

示
さ
れ
な
い
ま
ま
で
す
。

　

貴
重
な
財
源
（
基
金
）
は
「
大

阪
市
廃
止
・
分
割
」
で
な
く
、

「
コ
ロ
ナ
対
策
」
に
使
う
と
き
で

す
。

　

さ
ら
に
「
特
別
区
」
に
な
る
と

決
ま
れ
ば
、
危
惧
さ
れ
る
「
秋
冬

の
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
」
の
中
で
、

大
阪
市
廃
止
・
解
体
作
業
に
府
庁

・
市
役
所
と
そ
の
多
数
の
職
員
が

忙
殺
さ
れ
、
コ
ロ
ナ
対
策
は
二
の

次
、
三
の
次
に
な
り
ま
す
。

　

こ
ん
な
時
に
住
民
投
票
を
す
れ

ば
、
住
民
の
命
も
暮
ら
し
も
守
れ

な
い
大
阪
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。

大
、
技
術
な
ど
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
、
後
継
者
づ
く
り
支
援
を
抜
本

的
に
強
め
る
。
中
小
企
業
の
社
会

保
険
料
の
使
用
者
側
負
担
へ
の
支

援
制
度
を
つ
く
り
最
低
賃
金
を
引

上
げ
る
。
カ
ジ
ノ
誘
致
は
き
っ
ぱ

り
中
止
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

（
３
）
子
ど
も
た
ち
に
20
人

程
度
の
少
人
数
学
級
を

　

教
職
員
の
増
員
と
教
室
の
整
備

で
、
20
人
程
度
の
少
人
数
学
級
に

す
る
。
子
ど
も
に
過
度
な
競
争
を

押
し
つ
け
て
き
た
「
チ
ャ
レ
ン
ジ

テ
ス
ト
」
は
廃
止
を
。
大
阪
市
の

11
学
級
以
下
の
統
廃
合
を
強
制
的

に
す
す
め
る
「
統
廃
合
条
例
」
は

廃
止
す
る
。
公
立
学
校
の
給
食
費

を
無
償
化
し
ま
し
ょ
う
。

（
４
）
府
も
、市
も
、「
公
」の

機
能
回
復
、役
割
、体
制
の

強
化
を

　

コ
ロ
ナ
危
機
の
な
か
で
「
不
採

算
部
門
で
あ
る
感
染
症
対
応
の
ベ

ッ
ド
を
民
間
病
院
が
赤
字
覚
悟
で

準
備
で
き
な
い
。
公
立
病
院
だ
か

ら
こ
そ
で
き
る
」「
消
防
や
警
察

は
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
あ

る
。
医
療
や
教
育
も
同
じ
。
公

（
お
お
や
け
）
が
き
ち
ん
と
支
え

る
べ
き
も
の
」
と
の
指
摘
が
沸
き

起
こ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
「
公
」

の
役
割
を
果
た
す
政
治
を
大
阪
か

ら
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
必

要
な
部
門
で
の
公
務
員
を
増
や
し

ま
し
ょ
う
。「
何
で
も
民
営
化
」

か
ら
「
公
共
」
中
心
の
府
・
市
政

に
変
え
ま
し
ょ
う
。

（
５
）
多
様
性
を
尊
重
し
、

一
人
も
取
り
残
さ
れ
な
い

大
阪
へ
の
歩
み
を

　

庶
民
の
大
阪
。「
格
差
と
貧

困
」
を
打
ち
破
り
、
文
化
を
育

み
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
は
じ
め

互
い
の
人
格
と
多
様
性
を
尊
重
し

あ
い
、
連
帯
し
あ
う
街
へ
。「
自

己
責
任
」
の
押
し
つ
け
で
な
く
、

誰
も
が
人
間
ら
し
い
く
ら
し
が
で

き
る
社
会
へ
と
転
換
す
る
歩
み
を

す
す
め
ま
し
ょ
う
。

（
１
）
保
健・医
療
体
制
を

抜
本
的
に
充
実
す
る

　

公
立
病
院
の
病
床
削
減
、
統
廃

合
計
画
を
中
止
す
る
。
急
性
期
病

床
の
削
減
計
画
を
見
直
し
、
必
要

病
床
数
を
確
保
す
る
。
保
健
所
は

復
活
・
増
設
、
職
員
増
を
す
す
め

る
。
感
染
症
の
医
師
を
は
じ
め
公

衆
衛
生
医
師
の
確
保
を
す
す
め

る
。
独
立
行
政
法
人
化
さ
れ
運
営

費
が
削
減
さ
れ
た
府
立
病
院
は
直

営
に
戻
す
な
ど
、「
医
療
崩
壊
」

を
も
た
ら
す
「
医
療
費
削
減
路

線
」
か
ら
「
拡
充
」
へ
と
抜
本
的

に
切
り
替
え
ま
し
ょ
う
。

（
２
）「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
頼
み
」

か
ら
庶
民
の
ふ
と
こ
ろ
を
あ
た

た
め
て
成
長
す
る
大
阪
に

　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
（
外
国
人
観
光

客
）
頼
み
、
生
産
拠
点
の
海
外
移

転
促
進
か
ら
、
く
ら
し
の
向
上
と

内
需
を
軸
と
し
た
経
済
構
造
に
切

り
か
え
る
。「
消
費
税
５
％
へ
の

減
税
」、「
安
心
の
社
会
保
障
」、

「
人
間
ら
し
い
働
き
方
」
で
ふ
と

こ
ろ
を
あ
た
た
め
、
商
都
大
阪
を

回
復
さ
せ
る
。
中
小
零
細
企
業
の

資
金
繰
り
や
Ｉ
Т
化
、
販
路
拡

　

私
た
ち
は
「
ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ナ
」
の
新
し
い
大
阪
へ
、
５
つ
の

方
向
を
よ
び
か
け
ま
す
。

３
．�「
大
阪
市
廃
止
＝
都
構
想
」
の�

「
住
民
投
票
」
は
二
重
の
逆
行
に

４
．�

い
ま
大
阪
で
府
民
・
市
民
を
挙
げ
て
議
論
し
、

転
換
す
べ
き
こ
と
は

大阪府庁で記者発表（７月30日）


